
　簿記を経理担当者だけが必要とする知識と考えている方が多くいます。

しかし、昨今のきびしい経済状況を考えると、企業の経営状態を数値化し、

客観的に示すことのできる簿記の技術を身に付けることはビジネスマンに

とって必須です。

　簿記を学ぶことによって、企業の採算性、コスト管理、さらには、資金繰

りといった企業の運営にとって必要な知識を身に付けることができます。ま

た、これを基に、企業が将来進むべき方向性も明確になります。

　この簿記の知識を身に付けるため、日本商工会議所が主催する簿記検定

試験（通称、日商簿記検定）にチャレンジすることはたいへん有意義なこと

です。

　本書は日商簿記検定２級に合格するための実力を養成することを主眼に

作成しました。本書をフルに活用し、本試験問題を確実に解答できる力を身

に付けてください。

　本書を学習された皆さんが合格することを心よりお祈り申し上げます。

資格の大原 簿記講座

まえがき

日商簿記2級工業簿記
ステップアップ問題集
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それぞれに本試験を
イメージした解答時
間を明示しています。

● 解き直しには資格の大原書籍販
売サイト 大原ブックストア内の
「解答用紙 DL サービス」をご利用
ください！

● なかなか復習の時間が取れない
方は、過去問を解く前に間違えた
箇所を再度チェック！

テ
キ
ス
ト

第
1
章

第
2
章

第
3
章

第
4
章

第
5
章

第
6
章

第
7
章

39

問題演習

28 製造間接費会計（原因別分析・固定予算）
　次の資料に基づき、製造間接費の総差異、予算差異、操業度差異を計算しなさい。
なお、製造間接費予算の設定方法は、固定予算を採用している。

解答用紙▶P.15 解答・解説▶P.146

基 本 問 題10min

〔資料〕
１．月間の予定直接作業時間（基準操業度）　3,500時間
２．月間の製造間接費予算　1,225,000円
３．当月の実際直接作業時間　3,450時間
４．当月の製造間接費実際発生額　1,221,000円

29 製造間接費会計（原因別分析・公式法変動予算）
　次の資料に基づき、製造間接費の総差異、予算差異、操業度差異を計算しなさい。
なお、製造間接費予算の設定方法は、公式法変動予算を採用している。

解答用紙▶P.16 解答・解説▶P.146

基 本 問 題10min

〔資料〕
１．月間の予定直接作業時間（基準操業度）　3,500時間
２．月間の製造間接費予算
　　　月間固定費　700,000円
　　　変 動 費 率　@150円
３．当月の実際直接作業時間　3,450時間
４．当月の製造間接費実際発生額　1,221,000円

30 製造間接費会計（操業水準）
　当製作所では、直接作業時間を配賦基準として製造間接費を予定配賦（正常配賦）
している。次の資料に基づき、（1）実際的生産能力を選択する場合、（2）期待実際操
業度を選択する場合の予定配賦率を計算し、当月の製造間接費勘定の記入を行いな
さい。

解答用紙▶P.16 解答・解説▶P.147

応 用 問 題10min

〔資料〕
１．各操業水準（年間）
　　実際的生産能力　144,000時間、期待実際操業度　120,000時間
２．各操業水準に対する製造間接費予算（年間）

直接作業時間 144,000時間 120,000時間
製造間接費 25,920,000円 24,000,000円

３．当月の実際直接作業時間　10,200時間
４．当月の製造間接費実際発生額　1,989,000円
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問題演習

28 製造間接費会計（原因別分析・固定予算）
　次の資料に基づき、製造間接費の総差異、予算差異、操業度差異を計算しなさい。
なお、製造間接費予算の設定方法は、固定予算を採用している。

解答用紙▶P.15 解答・解説▶P.146

基 本 問 題10min

〔資料〕
１．月間の予定直接作業時間（基準操業度）　3,500時間
２．月間の製造間接費予算　1,225,000円
３．当月の実際直接作業時間　3,450時間
４．当月の製造間接費実際発生額　1,221,000円

29 製造間接費会計（原因別分析・公式法変動予算）
　次の資料に基づき、製造間接費の総差異、予算差異、操業度差異を計算しなさい。
なお、製造間接費予算の設定方法は、公式法変動予算を採用している。

解答用紙▶P.16 解答・解説▶P.146

基 本 問 題10min

〔資料〕
１．月間の予定直接作業時間（基準操業度）　3,500時間
２．月間の製造間接費予算
　　　月間固定費　700,000円
　　　変 動 費 率　@150円
３．当月の実際直接作業時間　3,450時間
４．当月の製造間接費実際発生額　1,221,000円

30 製造間接費会計（操業水準）
　当製作所では、直接作業時間を配賦基準として製造間接費を予定配賦（正常配賦）
している。次の資料に基づき、（1）実際的生産能力を選択する場合、（2）期待実際操
業度を選択する場合の予定配賦率を計算し、当月の製造間接費勘定の記入を行いな
さい。

解答用紙▶P.16 解答・解説▶P.147

応 用 問 題10min

〔資料〕
１．各操業水準（年間）
　　実際的生産能力　144,000時間、期待実際操業度　120,000時間
２．各操業水準に対する製造間接費予算（年間）

直接作業時間 144,000時間 120,000時間
製造間接費 25,920,000円 24,000,000円

３．当月の実際直接作業時間　10,200時間
４．当月の製造間接費実際発生額　1,989,000円

［基本知識／解答方法の確認］

［基本問題／応用問題を解く］

INPUT

OUTPUT

学習効率を上げるため
テーマごとにまとめています。

★ 関連法規改正にいち早く対応
関連法規改正にいち早く対応しています。近年の日本の会計は、頻繁に改正が行われてい
ます。それに伴い、現在の会計に沿う内容に修正しておりますので、現行法令等に沿った内
容で解答することができます。

基本問題で知識の確認がで
きたら応用問題で本試験レベ
ルの問題にチャレンジ!

基本的な論点を確認した後、
実際に数値を使い解答方法
を確認します。 解答用紙が！！

抜き取り方式になっており、
学習の際に便利です！

学習の状況をチェック！
解答の正誤などを常にチェックす
ることにより、苦手科目や重点的に
復習すべき所を把握できます。
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1  製造間接費差異の原因別分析
　製造間接費差異は、さらに原因別に予算差異と操業度差異に分析される。
　製造間接費予算額には種々の設定方法があり、各設定方法による製造間接費差異の
原因別分析は次のように計算される。
（1）固定予算を採用した場合の原因別分析

第6章 2

製造間接費会計を
マスターしよう（PART2）

予算差異＝実際操業度の予算額－製造間接費実際発生額

操業度差異＝（実際操業度－基準操業度）×予定配賦率

固定予算
　一定の操業度（基準操業
度）に基づく予算のみを算
定する方法をいう。したが
って基準操業度の予算額を
実際操業度の予算額とする。

原
価

予 算 差 異

操業度差異

予定配賦額

実際発生額

実際操業度 基準操業度 操業度

予定配賦率

実際操業度
の 予 算 額

（2）公式法変動予算を採用した場合の原因別分析

予算差異＝  実際操業度の予算額  －製造間接費実際発生額

操業度差異＝（実際操業度－基準操業度）×  固定費率

実際操業度×変動費率＋固定費予算額

公式法変動予算
　製造間接費を固定費と
変動費に分け、固定費は
操業度の増減に対して一
定とし、変動費は操業度
の増減に応じて変動費率
をあらかじめ測定し、一
定の公式を用いて予算を
算定する方法をいう。

原
価

操業度

固定費予算額
────────
基準操業度

予 算 差 異

操業度差異

実際操業度 基準操業度

変動費率 予定配賦額

固定費予算額

実際発生額

実際操業度
の 予 算 額

固定費率予定配賦率

2  基準操業度の選択
　基準操業度は予定生産量を意味し、次のような操業水準がある。
　実際的生産能力…実現可能な年間の最大操業水準をいう。
　期待実際操業度…次の１年間に予想される操業水準をいう。
なお、次期において製品の売れ行きが好調でフル生産が予想される場合は、実際的生産能

力を基準操業度として選択し、そうでない場合は、期待できる販売量から次期の生産量を予
想する期待実際操業度を基準操業度として選択する。

設例

　次の資料に基づき、製造間接費の総差異、予算差異、操業度差異を計算しなさい。
なお、製造間接費予算の設定方法は、固定予算を採用している。 
〔資料〕
１．月間の予定直接作業時間（基準操業度）　1,500時間
２．月間の製造間接費予算　1,200,000円
３．当月の実際直接作業時間　1,480時間
４．当月の製造間接費実際発生額　1,198,800円

　　　総　差　異 14,800円（借方差異）

　　　予 算 差 異 1,200円（貸方差異）　　　　　操業度差異 16,000円（借方差異）

　　（注）（　　）内には、借方差異または貸方差異を記入すること。

解 答

解 説

　　　予定配賦率　
1,200,000円
1,500時間

＝@800円

　　　予定配賦額　1,480時間×@800円＝1,184,000円
　　　総　差　異　1,184,000円－1,198,800円＝14,800円（借方差異）
　　　予 算 差 異　1,200,000円－1,198,800円＝1,200円（貸方差異）
　　　操業度差異　（1,480時間－1,500時間）×@800円＝16,000円（借方差異）
　　　検　　　証　1,200円（貸方差異）＋16,000円（借方差異）＝14,800円（借方差異）

原
価

予 算 差 異
1,200円（貸方）

操業度差異
16,000円（借方）

予定配賦額
1,184,000円

実際発生額
1,198,800円

実際操業度
1,480時間

基準操業度
1,500時間

操業度

予定配賦率@800円

実際操業度の予算額
1,200,000円

要点をチェック！ 設例で解答方法を
チェック！

本書の特長
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それぞれに本試験を
イメージした解答時
間を明示しています。

● 解き直しには資格の大原書籍販
売サイト 大原ブックストア内の
「解答用紙 DL サービス」をご利用
ください！

● なかなか復習の時間が取れない
方は、過去問を解く前に間違えた
箇所を再度チェック！
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問題演習

28 製造間接費会計（原因別分析・固定予算）
　次の資料に基づき、製造間接費の総差異、予算差異、操業度差異を計算しなさい。
なお、製造間接費予算の設定方法は、固定予算を採用している。

解答用紙▶P.15 解答・解説▶P.146

基 本 問 題10min

〔資料〕
１．月間の予定直接作業時間（基準操業度）　3,500時間
２．月間の製造間接費予算　1,225,000円
３．当月の実際直接作業時間　3,450時間
４．当月の製造間接費実際発生額　1,221,000円

29 製造間接費会計（原因別分析・公式法変動予算）
　次の資料に基づき、製造間接費の総差異、予算差異、操業度差異を計算しなさい。
なお、製造間接費予算の設定方法は、公式法変動予算を採用している。

解答用紙▶P.16 解答・解説▶P.146

基 本 問 題10min

〔資料〕
１．月間の予定直接作業時間（基準操業度）　3,500時間
２．月間の製造間接費予算
　　　月間固定費　700,000円
　　　変 動 費 率　@150円
３．当月の実際直接作業時間　3,450時間
４．当月の製造間接費実際発生額　1,221,000円

30 製造間接費会計（操業水準）
　当製作所では、直接作業時間を配賦基準として製造間接費を予定配賦（正常配賦）
している。次の資料に基づき、（1）実際的生産能力を選択する場合、（2）期待実際操
業度を選択する場合の予定配賦率を計算し、当月の製造間接費勘定の記入を行いな
さい。

解答用紙▶P.16 解答・解説▶P.147

応 用 問 題10min

〔資料〕
１．各操業水準（年間）
　　実際的生産能力　144,000時間、期待実際操業度　120,000時間
２．各操業水準に対する製造間接費予算（年間）

直接作業時間 144,000時間 120,000時間
製造間接費 25,920,000円 24,000,000円

３．当月の実際直接作業時間　10,200時間
４．当月の製造間接費実際発生額　1,989,000円

テ
キ
ス
ト

第
1
章

第
2
章

第
3
章

第
4
章

第
5
章

第
6
章

第
7
章

39

問題演習

28 製造間接費会計（原因別分析・固定予算）
　次の資料に基づき、製造間接費の総差異、予算差異、操業度差異を計算しなさい。
なお、製造間接費予算の設定方法は、固定予算を採用している。

解答用紙▶P.15 解答・解説▶P.146

基 本 問 題10min

〔資料〕
１．月間の予定直接作業時間（基準操業度）　3,500時間
２．月間の製造間接費予算　1,225,000円
３．当月の実際直接作業時間　3,450時間
４．当月の製造間接費実際発生額　1,221,000円

29 製造間接費会計（原因別分析・公式法変動予算）
　次の資料に基づき、製造間接費の総差異、予算差異、操業度差異を計算しなさい。
なお、製造間接費予算の設定方法は、公式法変動予算を採用している。

解答用紙▶P.16 解答・解説▶P.146

基 本 問 題10min

〔資料〕
１．月間の予定直接作業時間（基準操業度）　3,500時間
２．月間の製造間接費予算
　　　月間固定費　700,000円
　　　変 動 費 率　@150円
３．当月の実際直接作業時間　3,450時間
４．当月の製造間接費実際発生額　1,221,000円

30 製造間接費会計（操業水準）
　当製作所では、直接作業時間を配賦基準として製造間接費を予定配賦（正常配賦）
している。次の資料に基づき、（1）実際的生産能力を選択する場合、（2）期待実際操
業度を選択する場合の予定配賦率を計算し、当月の製造間接費勘定の記入を行いな
さい。

解答用紙▶P.16 解答・解説▶P.147

応 用 問 題10min

〔資料〕
１．各操業水準（年間）
　　実際的生産能力　144,000時間、期待実際操業度　120,000時間
２．各操業水準に対する製造間接費予算（年間）

直接作業時間 144,000時間 120,000時間
製造間接費 25,920,000円 24,000,000円

３．当月の実際直接作業時間　10,200時間
４．当月の製造間接費実際発生額　1,989,000円

［基本知識／解答方法の確認］

［基本問題／応用問題を解く］

INPUT

OUTPUT

学習効率を上げるため
テーマごとにまとめています。

★ 関連法規改正にいち早く対応
関連法規改正にいち早く対応しています。近年の日本の会計は、頻繁に改正が行われてい
ます。それに伴い、現在の会計に沿う内容に修正しておりますので、現行法令等に沿った内
容で解答することができます。

基本問題で知識の確認がで
きたら応用問題で本試験レベ
ルの問題にチャレンジ!

基本的な論点を確認した後、
実際に数値を使い解答方法
を確認します。 解答用紙が！！

抜き取り方式になっており、
学習の際に便利です！

学習の状況をチェック！
解答の正誤などを常にチェックす
ることにより、苦手科目や重点的に
復習すべき所を把握できます。
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1  製造間接費差異の原因別分析
　製造間接費差異は、さらに原因別に予算差異と操業度差異に分析される。
　製造間接費予算額には種々の設定方法があり、各設定方法による製造間接費差異の
原因別分析は次のように計算される。
（1）固定予算を採用した場合の原因別分析

第6章 2

製造間接費会計を
マスターしよう（PART2）

予算差異＝実際操業度の予算額－製造間接費実際発生額

操業度差異＝（実際操業度－基準操業度）×予定配賦率

固定予算
　一定の操業度（基準操業
度）に基づく予算のみを算
定する方法をいう。したが
って基準操業度の予算額を
実際操業度の予算額とする。

原
価

予 算 差 異

操業度差異

予定配賦額

実際発生額

実際操業度 基準操業度 操業度

予定配賦率

実際操業度
の 予 算 額

（2）公式法変動予算を採用した場合の原因別分析

予算差異＝  実際操業度の予算額  －製造間接費実際発生額

操業度差異＝（実際操業度－基準操業度）×  固定費率

実際操業度×変動費率＋固定費予算額

公式法変動予算
　製造間接費を固定費と
変動費に分け、固定費は
操業度の増減に対して一
定とし、変動費は操業度
の増減に応じて変動費率
をあらかじめ測定し、一
定の公式を用いて予算を
算定する方法をいう。

原
価

操業度

固定費予算額
────────
基準操業度

予 算 差 異

操業度差異

実際操業度 基準操業度

変動費率 予定配賦額

固定費予算額

実際発生額

実際操業度
の 予 算 額

固定費率予定配賦率

2  基準操業度の選択
　基準操業度は予定生産量を意味し、次のような操業水準がある。
　実際的生産能力…実現可能な年間の最大操業水準をいう。
　期待実際操業度…次の１年間に予想される操業水準をいう。
なお、次期において製品の売れ行きが好調でフル生産が予想される場合は、実際的生産能

力を基準操業度として選択し、そうでない場合は、期待できる販売量から次期の生産量を予
想する期待実際操業度を基準操業度として選択する。

設例

　次の資料に基づき、製造間接費の総差異、予算差異、操業度差異を計算しなさい。
なお、製造間接費予算の設定方法は、固定予算を採用している。 
〔資料〕
１．月間の予定直接作業時間（基準操業度）　1,500時間
２．月間の製造間接費予算　1,200,000円
３．当月の実際直接作業時間　1,480時間
４．当月の製造間接費実際発生額　1,198,800円

　　　総　差　異 14,800円（借方差異）

　　　予 算 差 異 1,200円（貸方差異）　　　　　操業度差異 16,000円（借方差異）

　　（注）（　　）内には、借方差異または貸方差異を記入すること。

解 答

解 説

　　　予定配賦率　
1,200,000円
1,500時間

＝@800円

　　　予定配賦額　1,480時間×@800円＝1,184,000円
　　　総　差　異　1,184,000円－1,198,800円＝14,800円（借方差異）
　　　予 算 差 異　1,200,000円－1,198,800円＝1,200円（貸方差異）
　　　操業度差異　（1,480時間－1,500時間）×@800円＝16,000円（借方差異）
　　　検　　　証　1,200円（貸方差異）＋16,000円（借方差異）＝14,800円（借方差異）

原
価

予 算 差 異
1,200円（貸方）

操業度差異
16,000円（借方）

予定配賦額
1,184,000円

実際発生額
1,198,800円

実際操業度
1,480時間

基準操業度
1,500時間

操業度

予定配賦率@800円

実際操業度の予算額
1,200,000円

要点をチェック！ 設例で解答方法を
チェック！
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2

1  工業簿記
　工企業（製造業）に適用される簿記をいう。工企業は、材料や労働力、生産設備を
購入し、これらを消費することによって製品を製造し、販売する。
　よって、工業簿記の特徴は、製造活動の記録を行うことである。

2  原価計算
　原価計算とは、「生産された製品の原価はいくらなのか」を計算することをいう。
　なお、製品の原価は、製品を製造するためにかかった金額をもとに計算され、通常、
3つの計算段階を経て行われる。なお、手続きを示すと次のようになる。

※　なお、原価計算期間は通常、暦の１カ月（毎月１日から末日まで）である。

3  原　価
（1）原価の分類

原価（総原価）とは、企業の製造活動、販売活動および一般管理活動でかかった費用で
あり、次のように分類される。

また、上記以外の費用を非原価項目といい、支払利息や固定資産売却損などがある。

第1章 1

工業簿記の基礎を工業簿記の基礎を
マスターしようマスターしよう

企業活動（取引）

購買活動

（外部取引）

商　品商企業 商　品

（内部取引）

加工作業

販売活動

（外部取引）

製造活動

材　料工企業 製　品

費目別計算
（何が）
材　料　費
労　務　費
経　　　費

部門別計算
（どこで）

第1製造部門

第2製造部門

A　製　品

B　製　品

製品別計算
（どの製品に）

材　料　費

労　務　費

工場で製品の製造に要した物品の消費高

工場で製品の製造に要した労働力の消費高

工場で製品の製造に要した物品、労働力以外
の消費高経　　　費

総
　
　
原
　
　
価 営業所において製品の販売にかかった費用

本社において企業全般の管理にかかった費用

製 造 原 価

販 売 費

一般管理費
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（2）製品との関連による分類
製造原価は、特定の製品を製造するためにいくらかかったか、直接認識・計算されるか

（製造直接費）否か（製造間接費）により、次のように分類される。

また製造原価は、直接材料費と加工費に分類する場合がある。
直接材料費…製品の主な部分を構成する物品の消費高
加　工　費…直接材料を加工するために要した労働力の消費高

（3）操業度との関連による分類
工場の生産設備を一定とした場合、その利用程度（操業度）の増減に対して原価がどの
ように発生するかにより、次のように分類される。

　変動費…比例的に発生する原価
　　例）直接材料費

　固定費…一定額発生する原価
　　例）減価償却費、固定資産税

原
価 変動費

操業度

原
価 固定費

操業度

4  製品別計算の方法
　製品の生産方法の違いにより、次のいずれかが適用される。
　個別原価計算… 顧客の注文に応じて特定の製品を製造する個別受注生産形態に適用される

原価計算であり、造船業などの業種に用いられる。
　総合原価計算… 同じ製品を大量に製造する大量見込生産形態に適用される原価計算であり、

衣料品製造業などの業種に用いられる。

なお、製品別計算の違いにより、製造原価の分類は異なる。その関係を示すと次のようにな
る。

製造原価の分類
製造直接費
直接材料費材　料　費

労　務　費
経　　　費

直接労務費
直 接 経 費

製造間接費
間接材料費
間接労務費
間 接 経 費

製品との関連による分類

形
態
別
分
類

労　務　費

経　　　　費

材　料　費

加　工　費

直接材料費直接材料費
間接材料費
直接労務費
間接労務費
直 接 経 費
間 接 経 費

〈総合原価計算の場合〉〈個別原価計算の場合〉
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設例

　次の項目は、製造原価、販売費、一般管理費のどれに該当するかを答えなさい。

解 答

１．本社従業員の給料　　２．新製品発表会の費用　　　　３．工場の水道代
４．工場従業員の賞与　　５．営業所建物の減価償却費　　６．本社の電力料

１ 一般管理費 ２ 販　売　費 ３ 製 造 原 価 ４ 製 造 原 価

５ 販　売　費 ６ 一般管理費

解 説
１．本社は主に管理活動を行っているため、本社での費用は一般管理費となる。
２．製品を販売するために発生した費用であるため販売費となる。 
３．工場は製造活動を行っているため、工場での費用は製造原価となる。 
５．営業所は販売活動を行っているため、営業所の費用は販売費となる。

❶ 原価の分類

❷ 原価の分類

　解答欄の項目のうち、製造原価は○、販売費は△、一般管理費は×をつけなさい。

　次の資料に基づき、解答欄の各項目の金額を計算しなさい。

問題演習

解答用紙▶P.2 解答・解説▶P.126

基 本 問 題

解答用紙▶P.2 解答・解説▶P.126

基 本 問 題

5min

5min

直接材料費
直接労務費
直 接 経 費
販　売　費

345,000円
270,000円
60,000円
127,500円

間接材料費
間接労務費
間 接 経 費
一般管理費

165,000円
180,000円
255,000円
97,500円
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❸ 原価の分類
　次の項目につき、製造原価にはＡ、販売費にはＢ、一般管理費にはＣ、非原価項
目にはＤを記入しなさい。

１．工員募集費
４．工場の旅費交通費
７．重役室費
10．工員の福利厚生費
13．会社が支払う法人税
16．工場の光熱費

２．工場消耗品費
５．工場火災による損失額
８．工場機械の減価償却費
11．借入金に対する支払利息
14．本社役員給料
17．製品の出荷運送費

３．販売員手数料
６．営業所職員給料
９．工場固定資産税
12．本社企画部費
15．掛売集金費
18．工員訓練費

10min

解答用紙▶P.2 解答・解説▶P.126

応 用 問 題
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1  工業簿記の記帳体系
　工業簿記において、製造活動の記録を行う場合の記帳体系は、次のようになる。

第2章 1

工業簿記一巡を工業簿記一巡を
マスターしようマスターしよう（PART1）（PART1）

仕　掛　品

製造間接費

直接材料費

直接労務費

直 接 経 費

製造間接費

製　　　　品

完成品原価 完成品原価

間接材料費

間接労務費

間 接 経 費

配　賦　額

材料勘定

材料の購入・消費の記帳
をする勘定

賃金給料勘定

賃金給料の支払・消費の
記帳をする勘定

経費勘定

経費の発生・消費の記帳
をする勘定

製造間接費勘定

製造間接費の発生・配賦
を記帳する勘定

仕掛品（製造）勘定

製品の製造原価を記帳す
る勘定

製品勘定

製品の完成品原価を記帳
する勘定

直接材料費
間接材料費

直接労務費
間接労務費

材　　　　料

購　入　額

賃 金 給 料

支　払　額

直 接 経 費
間 接 経 費

経　　　　費

発　生　額

設例

　次の取引の仕訳と勘定への転記を行いなさい。
（1）材料40,000円を掛で購入した。
（2 ）材料30,000円を直接材料費として20,000円（製品Ａ11,000円、製品Ｂ9,000円）、間接材料
費として10,000円を消費した。

（3）賃金給料60,000円から預り金7,000円を差し引き、残額を現金で支払った。
（4 ）賃金給料のうち直接労務費として40,000円（製品Ａ25,000円、製品Ｂ15,000円）、間接労
務費として20,000円を消費した。

（5）経費40,000円を現金で支払った。
（6）経費のうち直接経費として10,000円（製品Ａ）、間接経費として30,000円を消費した。
（7 ）製造間接費60,000円を一定の基準により製品Ａに35,000円、製品Ｂに25,000円を配賦し
た。

（8）製品Ａ（製造原価：81,000円）が完成した。
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解 答

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

賃 金 給 料 60,000 預 り 金 7,000

現 金 53,000

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

仕 掛 品 20,000 材 料 30,000

製 造 間 接 費 10,000

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

材 料 40,000 買 掛 金 40,000

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

仕 掛 品 40,000 賃 金 給 料 60,000

製 造 間 接 費 20,000

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

経 費 40,000 現 金 40,000

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

仕 掛 品 10,000 経 費 40,000

製 造 間 接 費 30,000

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

仕 掛 品 60,000 製 造 間 接 費 60,000

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

製 品 81,000 仕 掛 品 81,000

（1）材料の購入

（2）材料の消費

（3）賃金給料の支払い

（4）賃金給料の消費

（5）経費の支払い

（6）経費の消費

（7）製造間接費の配賦

（8）製品の完成

材　　　　料

賃 金 給 料

経　　　　費

仕　掛　品

製造間接費

（1）買　掛　金 40,000 （2）仕　掛　品
〃製造間接費

20,000
10,000

（3）預　り　金
〃現　　　金

7,000
53,000

（4）仕　掛　品
〃製造間接費

40,000
20,000

（5）現　　　金 40,000 （6）仕　掛　品
〃製造間接費

10,000
30,000

（2）材　　　料
（4）賃 金 給 料
（6）経　　　費
（7）製造間接費

20,000
40,000
10,000
60,000

（8）製　　　品 81,000

（2）材　　　料
（4）賃 金 給 料
（6）経　　　費

10,000
20,000
30,000

（7）仕　掛　品 60,000
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解 説
　工業簿記を理解するためには、記帳体系「勘定の流れ」を覚えることが重要である。
　工業簿記の勘定記入は、相手科目が複数あっても通常「諸口」は使用しないで相手科目
を明示する。

❹ 工業簿記一巡
　次の取引の仕訳と勘定記入を行いなさい。なお、勘定記入については、相手科目
と金額のみでよい。

①　材料400,000円を掛で仕入れた。
②　材料を直接材料費として製品Ａに250,000円、製品Ｂに100,000円および間接材料費として40,000
円消費した。
③　賃金給料180,000円を所得税預り分20,000円を差し引き現金で支払った。
④　労務費を直接労務費として製品Ａに60,000円、製品Ｂに70,000円および間接労務費として50,000
円消費した。
⑤　経費100,000円を現金で支払った。
⑥　経費を直接経費として製品Ａに15,000円、製品Ｂに24,000円および間接経費として61,000円消
費した。
⑦　製造間接費151,000円を製品Ａに71,000円、製品Ｂに80,000円配賦した。
⑧　製品Ａ（製造原価396,000円）が完成した。

問題演習
15min

解答用紙▶P.3 解答・解説▶P.126

基 本 問 題
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1  製品の販売
　工業簿記の場合は、製品を販売した際、売上高に関する記帳以外に販売された製品
の製造原価（売上原価）に関する記帳も同時に行う。なお、記帳体系を示すと次のよ
うになる。 

2  工業簿記の月次決算
　工業簿記の決算には、一原価計算期間を前提として毎月末に月次決算を行う場合が
ある。
　月次決算では、主たる営業活動によって生じた収益および費用を月次損益勘定に振
り替える。次に月次損益勘定の貸借差額は、営業利益を示し、年次損益勘定に振り替
える。なお、記帳体系を示すと次のようになる。

製造活動を記録する諸勘定は、貸借一致を確かめた後に締め切る。なお、月末に残高が生じ
る諸勘定は、次のように締め切られる。

第2章 2

工業簿記一巡を工業簿記一巡を
マスターしようマスターしよう（PART2）（PART2）

完成品原価 売 上 原 価

製　　　　品 売 上 原 価

売 上 原 価

売 上 原 価

売 上 原 価

月 次 損 益 売　　　上

販　売　費

販　売　費

一般管理費

売　上　高 売　上　高

年次損益勘定へ

売 上 原 価

一般管理費

販　売　費

一般管理費

営 業 利 益

×/１ 前月繰越 ××× 
× 買 掛 金 ××× 

 ××× 

 ×/× 仕 掛 品 ×××
× 製造間接費 ×××
31 次月繰越 ×××

×××
×/１ 前月繰越 ××× 

材　　　　料
×/１ 前月繰越 ××× 
　× 材　　料 ××× 
　× 賃金給料 ××× 
　× 経　　費 ××× 
　× 製造間接費 ××× 

 ××× 

×/× 製　　品 ×××
31 次月繰越 ×××

×××
×/１ 前月繰越 ××× 

仕　 掛 　品
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設例

　次の資料に基づき、月次決算に関する仕訳を行いなさい。
〔資料〕10月31日における各勘定残高（単位：円）
　　　　売　　　上：4,750,000　　売 上 原 価：2,850,000　　販　売　費：　712,500
　　　　一般管理費：　237,500　　

解 答

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

月 次 損 益 3,800,000 売 上 原 価 2,850,000

販 売 費 712,500

一 般 管 理 費 237,500

売 上 4,750,000 月 次 損 益 4,750,000

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

月 次 損 益 950,000 年 次 損 益 950,000

（1）主たる営業活動により生じた収益、費用に関する振替仕訳

（2）月次損益勘定（営業利益）の振替仕訳

解 説
（2 ）月次損益勘定の貸借差額950,000円（収益：4,750,000円－費用：3,800,000円）は、貸方
残高であり、月次損益勘定の借方から年次損益勘定の貸方に振り替える。

❺ 工業簿記一巡（製品の販売）

❻ 工業簿記一巡（月次決算）

　次の取引の仕訳を行いなさい。

　次の資料に基づき、月次決算に関する仕訳を行いなさい。

　製品Ａ（製造原価400,000円）を販売し、代金は掛とした。なお、販売価格は製造原価の25％増
であった。

〔資料〕月末における各勘定残高（単位：円）
　　　　売　　　上：6,000,000　　売 上 原 価：3,300,000　　販　売　費：1,080,000
　　　　一般管理費：　420,000
　①　主たる営業活動により生じた収益、費用に関する振替仕訳
　②　月次損益勘定（営業利益）の振替仕訳

問題演習

解答用紙▶P.4 解答・解説▶P.127

基 本 問 題

解答用紙▶P.4 解答・解説▶P.128

基 本 問 題

5min

5min
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❼ 工業簿記一巡
　次の勘定記入に基づいて、仕訳を示しなさい。

15min

解答用紙▶P.4 解答・解説▶P.128

応 用 問 題

23,000
187,000

210,000

100,000
81,000
29,000
210,000

580,000
158,000

738,000

材　　　　料

賃 金 給 料

137,000
100,000
173,000
35,000
293,000
738,000

仕　掛　品

経　　　　費

月 次 損 益

前 月 繰 越
買　掛　金

仕　掛　品
製造間接費
次 月 繰 越

預　り　金
現　　　金

28,000
212,000
240,000

仕　掛　品
製造間接費

173,000
67,000
240,000

現　　　金 180,000

180,000

仕　掛　品
製造間接費

35,000
145,000
180,000

前 月 繰 越
材　　　料
賃 金 給 料
経　　　費
製造間接費

製　　　品
次 月 繰 越

売 上 原 価
販　売　費
一般管理費
年 次 損 益

560,000
20,000
18,000
74,000
672,000

売　　　上 672,000
　

672,000
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1  材料費の分類
　材料費は、次のように分類される。 

2  材料に関する記帳
　材料に関する記帳体系を示すと次のようになる。

3  材料の購入原価の計算と記帳
　材料の購入原価は、次のように計算・記帳される（掛仕入で付随費用現金払いの
場合）。

　　　　　　　　（材　　　料）　　×××　　（買　掛　金）　　×××
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（現　　　金）　　×××

※　材料副費
材料副費は、材料を購入してから庫出しするまでに付随して発生した費用であり、以下
のように分類される。

　　外部材料副費…材料の仕入先から納入されるまでにかかる材料副費
　　　　　　　　　例えば、買入手数料、引取運賃などの引取費用
　　内部材料副費… 材料の発注手続き、倉庫への搬入・保管、作業現場に庫出しされるまで

の材料副費
　　　　　　　　　例えば、購入事務費、検収費、保管費などの材料取扱費

内部材料副費を購入代価に加算する場合、購入時点で発生額が判明しないため、予定額
を計算し、加算する。なおこの場合は、次のように仕訳される。 
　　　　　　　　（材　　　料）　　×××　　（買　掛　金）　　×××←購 入 代 価
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（現　　　金）　　×××←外部材料副費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（材 料 副 費）　　×××←内部材料副費

第3章 1

材料費会計を材料費会計を
マスターしようマスターしよう（PART1）（PART1）

形 態 別 分 類（どのように発生したのか） 製品との関連による分類
外部から購入されるもの

主要材料費
補助材料費

「物理的」、「科学的」な加工がな
されるもの
熱源として使用されるもの
補助的に使用されるもの
耐用年数１年未満または比較的
価格の低いもの消耗工具器具備品費

直接材料費

間接材料費

買 入 部 品 費

素材費（原料費）

工場消耗品費
燃 料 費

直接材料費

材　　　　料 仕　掛　品

消　費
購　入 間接材料費

直接材料費

製造間接費

間接材料費

月 初 有 高

購 入 原 価

購入原価＝購入代価＋付随費用（材料副費）購入原価＝購入代価＋付随費用（材料副費）
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設例

　次の取引の仕訳と材料勘定への転記を行い、さらに材料元帳にも記入しなさい。
６月３日 　Ａ材料500個（@450円）を掛で仕入れた。なお、引取運賃9,000円は現金で支払っ

た。　

解 答

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

材 料 234,000 買 掛 金 225,000

現 金 9,000

買　掛　金
現　　　金

225,000
9,000

材　　　　料
６/３
〃

材　料　元　帳
Ａ 材 料

日 付 摘　　　要
残　　　高受　　　入 払　　　出

６ ３ 500 468購　　　入 500 468 234,000 234,000

数量
　個

単価
　円

金　額
　　円

数量
　個

単価
　円

金　額
　　円

数量
　個

単価
　円

金　額
　　円

解 説
　材料元帳は、材料の種類ごとに口座を設け、材料の受け入れ、払い出しの明細を記録し
残高を明らかにする補助元帳である。記入方法は、３級で学習した商品有高帳と同様であ
る。

❽ 材料費会計（材料の購入）
　次の取引の仕訳を行いなさい。

①　６月３日 　Ａ材料100個（@300円）を掛で仕入れた。なお、引取運賃1,200円は現金で支払った。
②　　　９日　Ｂ材料300個（@800円）を掛で仕入れた。
③　　　13日　９日に仕入れたＢ材料のうち３個を品違いのため返品した。 

問題演習

解答用紙▶P.6 解答・解説▶P.129

基 本 問 題5min
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１．営業用自動車の減価償却費　（　△　） ２．工場の電力料　　　　　　（　○　）

３．本社建物の減価償却費　　　（　×　） ４．製品製造のための材料費　（　○　）

５．本社の事務用消耗品費　　　（　×　） ６．営業所従業員の給料　　　（　△　）

１ Ａ ２ Ａ ３ Ｂ

４ Ａ ５ Ｄ ６ Ｂ

７ Ｃ ８ Ａ ９ Ａ

10 Ａ 11 Ｄ 12 Ｃ

13 Ｄ 14 Ｃ 15 Ｂ

16 Ａ 17 Ｂ 18 Ａ

❶ 原価の分類

❸ 原価の分類

テキスト▶P.4

テキスト▶P.5

製造直接費　　　　　   675,000　円

製 造 原 価　　　　　1,275,000　円

製造間接費　　　　　　600,000 　円

総　原　価　　　　　 1,500,000 　円

❷ 原価の分類 テキスト▶P.4

解 説 ５．火災による損失額は、異常な原因で発生した費用であるため、非原価項
目となる。
11．金融上の費用（財務活動から生じる費用）で あり、非原価項目となる。
13．企業が獲得した利益から計算し、支払われる費用であり、非原価項目となる。

❹ 工業簿記一巡 テキスト▶P.8

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

① 材 料 400,000 買 掛 金 400,000

②
仕 掛 品 350,000 材 料 390,000

製 造 間 接 費 40,000

③
賃 金 給 料 180,000 預 り 金 20,000

現 金 160,000

④
仕 　 掛 　 品 130,000 賃 金 給 料  180,000

製 造 間 接 費 50,000

⑤ 経 費 100,000 現 金 100,000

⑥
仕 掛 品 39,000 経 費 100,000

製 造 間 接 費 61,000

⑦ 仕 掛 品 151,000 製 造 間 接 費 151,000

⑧ 製 　 品 396,000 仕 　 掛 　 品 396,000
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材　　　　　料

買　　掛　　金 400,000 仕　　掛　　品

製 造 間 接 費

350,000

40,000

賃　金　給　料

預 り 金

現 　 　 　 金

20,000

160,000

仕　　掛　　品

製 造 間 接 費

130,000

50,000

経　　　　　費

現 金 100,000 仕　　掛　　品

製 造 間 接 費

39,000

61,000

製 造 間 接 費

材 料

賃 金 給 料

経 費

40,000

50,000

61,000

仕 掛 品 151,000

仕　　掛　　品

材 料

賃 金 給 料

経 費

製 造 間 接 費

350,000

130,000

39,000

151,000

製 品 396,000

製　　　　　品

仕 掛 品 396,000

❺ 工業簿記一巡（製品の販売） テキスト▶P.10

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

売 掛 金 500,000 売 上 500,000

売 上 原 価 400,000 製 品 400,000

解 説 販売価格　400,000円×（100％＋25％）＝500,000円
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❻ 工業簿記一巡（月次決算） 

❼ 工業簿記一巡 

テキスト▶P.10

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

①

月 次 損 益 4,800,000 売 上 原 価 3,300,000

販 　 売 　 費 1,080,000

一 般 管 理 費 420,000

売 上 6,000,000 月 次 損 益 6,000,000

② 月 次 損 益 1,200,000 年 次 損 益 1,200,000

材料の購入および消費に関する仕訳

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

材 料 187,000 買 掛 金 187,000

仕 掛 品 100,000 材 料 181,000

製 造 間 接 費 81,000

賃金給料の支払いおよび消費に関する仕訳

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

賃 金 給 料 240,000 預 り 金 28,000

現 金 212,000

仕 掛 品 173,000 賃 金 給 料  240,000

製 造 間 接 費 67,000

経費の支払いおよび消費に関する仕訳

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

経 費 180,000 現 金 180,000

仕 掛 品 35,000 経 費 180,000

製 造 間 接 費 145,000

製造間接費の配賦に関する仕訳

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

仕 掛 品  293,000 製 造 間 接 費 293,000

製品の完成に関する仕訳

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

製 品  580,000 仕 掛 品  580,000

解 説 営業利益　6,000,000円－3,300,000円－1,080,000円－420,000円＝1,200,000円

テキスト▶P.11
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❽ 材料費会計（材料の購入） テキスト▶P.13

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

①
材 料 31,200 買 掛 金 30,000

現 金 1,200

② 材 料 240,000 買 掛 金 240,000

③ 買 掛 金 2,400 材 料 2,400

製品の販売（掛売上）に関する仕訳

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

売 掛 金 672,000 売 上 672,000

売 上 原 価 560,000 製 品 560,000

月次決算（収益、費用の振り替えおよび営業利益の振り替え）に関する仕訳

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

月 次 損 益 598,000 売 上 原 価 560,000

販 売 費 20,000

一 般 管 理 費 18,000

売 上 672,000 月 次 損 益 672,000

月 次 損 益 74,000 年 次 損 益 74,000

❾ 材料費会計（実際消費価格） テキスト▶P.16

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

５日 材 　 料 943,000 買 　 掛 　 金 943,000

11日 仕 　 掛 　 品 695,000 材 　 　 料 695,000

13日 材 　 料 52,200 買 　 掛 　 金 52,200

19日 製 造 間 接 費  205,000 材 　 料  205,000

30日 製 造 間 接 費 50,400 材 　 料 50,400

30日 製 造 間 接 費 8,200 材 　 料 8,200

材　　　　　料

前 月 繰 越

買　　掛　　金

買　　掛　　金

９/１

     ５

13

85,400

943,000

52,200

1,080,600

仕　　掛　　品

製 造 間 接 費

製 造 間 接 費

製 造 間 接 費

次 月 繰 越

９/11

19

30

〃

〃

695,000

205,000

50,400

8,200

122,000

1,080,600
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2

解答・解説▶P.126テキスト▶P.4

❷ 原価の分類 解答・解説▶P.126テキスト▶P.4

❶ 原価の分類
１．営業用自動車の減価償却費　　（　　　）

３．本社建物の減価償却費　　　　（　　　）

５．本社の事務用消耗品費　　　　（　　　）

２．工場の電力料　　　　　　　（　　　）

４．製品製造のための材料費　　（　　　）

６．営業所従業員の給料　　　　（　　　）

製造直接費 製造間接費

総　原　価製 造 原 価 円

円

円

円

❸ 原価の分類 解答・解説▶P.126テキスト▶P.5

１ ２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９

10 11 12

13 14 15

16 17 18

HINT

　各項目が、どの活動（製造活動、販売活動、管理活動）で発生したか、またそれぞれの活動は、主
にどの場所（工場、営業所、本社）で発生するかを考えよう。なお、非原価項目は製造原価、販売費、
一般管理費以外の金融上の費用や異常な原因で発生した費用などである。
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買　　掛　　金 仕　　掛　　品

製 造 間 接 費

預 り 金

現 　 　 　 金

仕　　掛　　品

製 造 間 接 費

現 金 仕　　掛　　品

製 造 間 接 費

材 料

賃 金 給 料

経 費

仕 掛 品

材　　　　料

賃  金  給  料

経　　　　費

製 造 間 接 費

3

解
答
用
紙

解答・解説▶P.126テキスト▶P.8❹ 工業簿記一巡
借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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製　　　　品

仕 掛 品

仕　 掛 　品

材 料

賃 金 給 料

経 費

製 造 間 接 費

製 品

❺ 工業簿記一巡（製品の販売）
借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

解答・解説▶P.127テキスト▶P.10

❼ 工業簿記一巡
材料の購入および消費に関する仕訳

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

解答・解説▶P.128テキスト▶P.11

4

❻ 工業簿記一巡（月次決算）
借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

①

②

解答・解説▶P.128テキスト▶P.10
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解
答
用
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賃金給料の支払いおよび消費に関する仕訳

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

経費の支払いおよび消費に関する仕訳

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

製造間接費の配賦に関する仕訳

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

製品の完成に関する仕訳

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

製品の販売（掛売上）に関する仕訳

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

月次決算（収益、費用の振り替えおよび営業利益の振り替え）に関する仕訳

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

HINT

　問題資料の勘定より、工業簿記の勘定の流れをイメージして各取引の仕訳を考えよう。
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前 月 繰 越９ / １ 85,400

材　　　　料

仕 　掛 　品

製 造 間 接 費

6

解答・解説▶P.129テキスト▶P.13

解答・解説▶P.129テキスト▶P.16❾ 材料費会計（実際消費価格）
借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

５日

11日

13日

19日

30日

30日

❽ 材料費会計（材料の購入）
借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

①

②

③
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